第６学年○組　　道徳指導案
平成２４年６月○日（○）　第４時限　○の○教室
指導者　　○○　○○
１　主　　　題　　　　相手の気持ちを考えよう　２－(４)　寛容・謙虚
　　　　　　　　　　　資料　「すれちがい」　（出典「明るい心」愛知県教育振興会）
２　主題設定の理由
　本学級は、男子１４人、女子２０人の計３４名である。本学級の児童は明るく元気であり、素直な心をもった子が多い。６年生となって２ヵ月が過ぎ、最高学年として、低学年に優しく声をかけたり、休み時間には遊んであげたりする姿が見られる。また、通学団では、安全に登下校ができるように、下級生に注意を促したり、挨拶を進んで行ったりする姿も見られる。学級活動や委員会活動、異学年交流活動を通して、低学年や中学年の手本となるよう高学年としての自覚と責任をもって考えて行動できるようになってきている。しかし、同級生に対しては自分勝手な行動をとったり、何気ない言葉で相手のことを傷つけてしまったりすることが多く、また、相手が約束を守らなかったり、自分に不利なことをされたりした場合、感情的になり相手を責めることもある。そのため、独りよがりの状況判断で、相手の行動を誤解してしまう場面がみられる。そこで、相手の立場に立つことで相手を理解し、許したり、また、自分に非があれば謝ったりできる態度を培わせたいと考える。
　本主題の内容項目２－（４）は、「相手の気持ちや考えを知り、それを大切にしていこうとする広い心を育てる」ことをねらいとしている。
人が集団の中で生活をしていくには、相手の立場を理解し、人の過ちを許そうとする広い心をもつことが必要である。人は自分に都合のよくないことをされると、感情的になり相手を責めることもあるが、相手に悪意や敵意のないことがわかれば、許すことができる。
このようなことから、冷静に相手の立場や事情を考え、相手を思いやる気持ちをもち、謙虚な態度で接していくことが人と人との関わりには大切であることをつかませたい。
第５学年及び６学年の項目には「だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする」と記されているが、低学年では「身近にいる幼い人や高齢者に」であったものが、中学年では「相手のことを」となり、高学年では「だれに対しても」「相手の立場に立って」と深化・発展し、より広い視野で生活することが求められている。これ以後、大人へと成長していく中で、「だれに対しても」という不特定多数を対象としているところ、及び「相手の立場に立って」という客観性を意識させたい。
本資料は、いっしょにピアノの練習に行こうと約束をした二人が、それぞれの都合のためにすれ違いになり、感情の対立を起こしてしまう姿が、二人の作文という形で描かれている。二人の対立は、相手の立場を考えて許そうとする気持ちが欠けていることにある。そこで、二人が自分のことだけ考えて、相手の立場を考えずに腹を立てていることに気付かせ、子ども達に相手の立場を受け入れようとする広い心をもつことの大切さを考えさせたい。
　子どもたちを２つのグループに分けて、主人公二人の気持ちに触れさせたい。何の連絡もなく約束した広場で長く待たされ、一人でピアノの稽古に行こうとしているよし子、ピアノの稽古場で知らん顔をされたえり子、それぞれの立場からよし子、えり子の心情にせまりたい。そして、それぞれの気持ちや考えを発言させていくなかで、互いの気持ちがすれ違っていることに気付かせ、他を思いやる心が欠けていたことを理解させたいと考える。また、自分自身の経験を振り返り、相手の気持ちを理解し、許そうとする態度を育てたい。
３　本時の指導
　(1) 目標
　　・　相手の気持ちや考えを知り、それを大切にしていこうとする広い心を育てる。  
　　 
　(2)　準　　備
　　○　教師…　資料１「よしこの日記」　資料２「えりこの日記」　ワークシート　表情絵　

相田みつをの詩　
    　　児童…　作文
　(3)　指導過程（別紙）
	区分
	学習活動
	主な発問・予想される反応
	指導上の留意点・支援

	気づく
	２分
	１　友達とけんかをしたときの理由について発表する。
	
・友だちに無視されたから。

・友だちの悪口を言ったから。

・友だちが約束をやぶったから。
	・　人と喧嘩や口論をしたときのことを自由に発表できるように声をかける。


	深める
	
	２　資料を読む。

３　よし子とえり子の気持ちを考え、話し合う。

(1)　相手の事情が分からないときのそれぞれの気持ちを発表する。

(2)　相手の事情が分かった後の自分の気持ちをワークシートに書き込み、発表する。

	
	・　資料１（よし子の日記）を読むグループと、資料２（えり子の日記）を読むグループに分かれて、別々の資料を読むことにする。

・　相手の事情を知らないよし子やえり子と同じ立場になることで二人の気持ちに近づけ、自由に発言するようにする。

・　視覚的にとらえやすくするために、覆ったよし子とえり子の表情絵を貼る。

・　怒りから、相手の気持ちを考えていないことに気づくようにする。

・　自分の読んでいない資料を読み、相手の事情について知らせる。

・　二人の気持ちがすれちがっていたことをおさえる。

・　ワークシートを配る。

・　互いに自分本位の考え方になっていることに気づかせる。

・　相手の事情を知らなかったとはいえ自分のとった態度はよくなかったと気づくようにする。

・　相手を許そうとする気持ちを高める。

	見つめる
	15分
	４　事前に書いた「友だちとの間で気まずい経験した時」の作文を読み直し、自分の経験からこれからどうしていけばよいかワークシートに書き込み話し合う。
	
・　係の仕事を忘れてしまい、友達にいやな思いをさせて悪かった。これからは、みんなで協力してやっていきたい。

・　遊ぶ約束をしたけれど、用事ができて、行けなくなり喧嘩をしてしまった。理由を話して、しっかり相手に謝ればよかった。

	・　行き違いから仲違いをしたときの気持ちを思い起こすよう助言する。
・　わだかまりがなくなったときの気持ちを思い起こさせる。

	ひびく
	３
分
	５　相田みつをの詩を朗読し、「寛容」について考える。
	
	・　「やわらかいこころ」について各自が考えることにより、いろいろな考えを受け入れようとする気持ちをもたせる。


　(4)　事後指導　
　　・　相手の気持ちを理解し、考えて行動できるよう支援していく。
すれちがい

★　相手の事情が分かった後、相手に対してどんな気持ちになりましたか。（始めに自分の読んだ資料の人物の気持ちになって考えましょう。）

★　自分の経験を振り返り、これからどうしていけばよいか考えましょう。

相手の事情が分かった後、相手に対してどんな気持ちになったでしょう。





＜えり子＞


・　電話にも誰も出ないから伝えられなかったのよ。


・　自分の都合で時間を決めたくせに。


・　ごめんなさいって言おうと思ったのに。


・　私の話も聞いてよ。





＜よし子＞


・　電話を待っていたのにかからないから、こちらからかけたんだよ。


・　お母さんにちゃんと伝えたよ。


・　30分も待っていたのに。


・　何かあったのか心配して待っていたんだよ。


・　今さら言い訳なんか聞きたくない。





よし子さんと「いっしょにけいこに行くものか」と思ったえり子さんの気持ちを考えましょう。





えり子さんと「もうつきあいたくない」と思ったよし子さんの気持ちを考えましょう。





２つのグループに分かれて、それぞれの日記を読みましょう。





友だちとけんかをしたのはどんな理由からですか。





・　そんな事情があったなんて知らなかった。


・　ちゃんと話を聞いてあげればよかった。


・　つんとしてごめんなさい。


・　遅れたことを許してあげよう。


・　これからは、相手の言い分をちゃんと聞くようにしよう。





・　長く待たせて悪かった。


・　ちゃんと謝ろう。


・　すぐに連絡できなくてごめんなさい。


・　心配かけたことを謝ろう。





自分の経験を振り返り、これからどうしていけばよいか考えましょう。





全員で、相田みつをさんの詩を声に出して読んでみましょう。








